
 

令和７年度 

京都市子どもの読書活動優秀実践団体(者)表彰式 被表彰団体(者)一覧 
（敬称略・順不同） 

【市 長 賞】 ３団体 

○スマイル 21 プラン委員会 読解部会 ＰＴＡ特別委員会 図書室と歩む会 

京都市立高倉小学校でスマイル 21プラン委員会・読解部会は、地域の思いを受けて学校運

営協議会内に設立され、選書会や趣向を凝らした読み聞かせ活動などを通じて子どもたちの

読書意欲を高めてこられました。また、図書室と歩む会は、PTＡ組織の１つとして活動され、休

み時間の学校図書館の開館サポートなど、図書館の活性化にご尽力いただいています。両団

体が連携し、持続可能な組織運営のもとで、学校と地域・保護者が一体となって子どもたちの

ために読書活動を推進されています。 

 

〇京都市立旭丘中学校 

図書館教育の充実を学校教育活動方針の１つに位置付けて、学校全体で読書活動に取り組

まれています。学校図書館へのアクセスの課題を改善するための校内各所への蔵書配置、全

学年での朝読書の実施や生徒会を巻き込んだ、文化祭でのビブリオバトルや選書会など、多

面的な読書活動の展開により、生徒の本への興味・関心を高められています。また、学校司書

と連携した、授業での学校図書館や学校図書館資料の活用の取組は、学校教育における図書

館活用の優れた実践の１つとなっています。 

 

○学校法人佛教教育学園 幼保連携型認定こども園 佛教大学附属こども園 

園児が自由に絵本に親しめるよう、園内の至るところに絵本コーナーを設け、蔵書の選定に

も力を入れるなど、読書環境の整備に取り組まれています。また、園での生活やあそびを通し

て芽生えた子どもの探究心を絵本や図鑑を使ってさらに育む取組や、絵本を通して友達や保

護者と心を通わす、感情の共有体験を大切にされています。さらに、園児だけでなく保護者や

未就園児への読書活動も積極的に実施され、こども園として、地域に向けて読書を通じた遊び

の大切さを伝える役割を担っていただいています。 

 

 



【教 育 長 賞】 ７団体 

○樫原小学校 図書サポーター 木いちごの会 

地域の方や保護者、卒業生が図書サポーターとなり、毎週、育成学級を中心に読み聞かせを

されており、読書習慣での読み聞かせや、学校図書館の整備や本の修繕、選書会の運営をして

いただくなど、子ども達が本に親しみ、読書を楽しめる環境づくりに貢献されています。 

○おはなし玉手箱 

京都市立桃山小学校において、保護者の声からはじまった読み聞かせの取組で、子どもが

本に親しむ機会を保障するという思いを大切に、長年にわたり活動されています。選書だけで

なく、語りにも工夫をこらし、子どもたちの感性や想像力を大きく育んでいただいています。 

〇しぶ柿文庫 

長年にわたり、自宅で家庭文庫を開かれ、地域の子どもたちと本との懸け橋となり、身近で

安心できる居場所を提供してくださっています。図書館や児童館、子育て支援施設などでの絵

本の読み聞かせも継続して取り組んでおられ、親子に読書の楽しさを伝えてくださっています。 

○京都市立久世西小学校 

久世西読書検定や久世西 ReadingDay などの多彩な図書活動の取組を、図書館教育主

任と学校司書が中心となり学校全体で、取り組んでくださっています。 学校図書館を活用した

授業や、図書委員会の活動にも力をいれており、子どもの主体的な読書活動を推進されています。 

○京都市立西院小学校 

学校経営方針の中に図書館教育を据え、定期的な図書時間の設定や朝読書の実施など、全

職員による取組を通して、読書活動を習慣化し、語彙力・読解力をつけ、学力の向上に取り組ま

れています。また、地域や保護者と、読書の大切さを共通理解し、連携した取組を進めています。 

○京都市立伏見住吉幼稚園 

園での活動や遊びを意識した絵本の配架を通して、子どもの主体的な読書を促されています。

伏見中央図書館やＰＴＡと連携した読み聞かせは、保護者自身の豊かな読書にもつながり、さら

には、隣接小学校への読み聞かせ出前授業を通じて、児童の安心感や、小学校以降の読書活

動の推進に助力されています。 

〇学校法人二葉学園 洛東幼稚園 

子どもたちが自由に活動できる部屋「あそびば」を設置し、絵本に没頭できる環境づくりに取

り組まれています。また、園児への絵本の読み聞かせの機会を多数設けるとともに、園庭開放

での読み聞かせなどを通じて在園児以外にも広く読書活動の大切さを伝えてくださっています。 


